
4

3

2

1

取　　組　（　努　力　）

・「学校いじめ防止基本方針・全体計画」に基づいた実践を行う。
・いじめ防止対策委員会を機能させると共に、いじめ問題解決のための研修を実施する。
・土曜授業等で、身近な人に感謝の気持ちや自らの思いを表現する書の学習「言葉のチカラ」等を
実施する。
・特別な教科道徳の「話し合い、考える」授業を一層充実させる。
・各学年で工夫し、行事や学習を通して、他者理解が深まるように、学年合同活動や異学年交流
等、多様な交流を意図的に実施する。
・人権メッセージの取り組み（命・友達・いじめをなくす・ありがとう・よりよい学校）を全学年で、通年
実施する。
・なのはな生活園（障がい者施設）との交流や特別支援学校との副籍交流を推進する。
・オリンピック・パラリンピック教育を通して国際理解教育、人権教育を推進する。

・毎週校内委員会を開催し、いじめ防止に向けた情報交換や対応策を検討し、組織で連携した対策を講じて来
た。
・全学年で書の学習「ことばのチカラ」を実施し、書を通して、自分を見つめる時間をもつ大切さを学ぶ機会を
もった。
・特別な教科道徳の確実な実施を進め、「話合い、考える」主体的な授業を行った。
・計画的な異学年交流活動を進めるとともに、教室配置により向かい合わせになった異学年学級の自然発生的
な交流などが見られた。
・人権メッセージを通年で全校で実施した。子供たちに定着し、自分だけでなく他者理解の大切さに気付ける子
供が多くなってきた。
・なのはな生活園の学芸会参観や特別支援学校との副籍直接交流を実施し、交流に参加した子供たちの障が
い者理解が深まった。
・オリンピック・パラリンピック教育として、我が国や諸外国の伝統文化に触れる機会をもち、国際理解教育の推
進を図った。

3 3.3

・特別支援教育は、「一人一人を大切にする」という視点で、全学級において取り組むことを、保護
者に伝え、理解を図る。
・特別支援教育校内委員会を設置し、毎週開催し、組織的、重層的な指導をする。
・特別支援教室「すまいる」での指導について、巡回指導教員と学級担任が連携を密にとり、日常
の学級での指導改善を進めることで、安心して学べる環境を整える。
・通常の学級においても、その子のニーズに応じた指導、支援ができる手立てを、組織的に検討し
取り組む。

・特別支援教育校内委員会を毎週開催し、子供の情報共有を図り、特別支援教育コーディネーターを
中心に、子供への対応を話し合った。組織的、重層的な指導を進め、指導体制を強固にし、組織的な
対応に努めた。
・授業参観日に合わせて、特別支援教室「すまいる」の保護者説明会を開催した。入室希望者が増え、
入室判定や継続・退室判定について、個を大切にした意見交換を重ね、指導の充実を図った。
・特別支援教室「すまいる」での指導について、教員間で校内参観を行い、個別の指導や小グループ
指導について、理解を深めた。また、在籍学級における指導改善も、巡回指導教員と学級担任との連
携で進めた。
・１２月実施の教育調査「特別支援教育の理解・啓発」に関する保護者の肯定率は66.7％（前年比+9.1）
となった。

3 3.3

・小学校と中学校の学校間で多様な交流活動を推進する。（授業体験・合唱披露・小学生の中学
校部活動体験・中学生の小学校職場体験等）
・9年間を見通した系統性と連続性のある指導を推進する。
・グループ3校で、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、教職員の交流、授業参観等を実
施する。
・学校便り、HP等で活動内容を広報する。
・近隣保育園５園と遊びや給食を中心に交流活動を実施する。
・幼保小連携の研修会を開催するとともに、スタートカリキュラムの検証を行う。

・宮前中学校の第3学年生徒が、本校の全校朝会において、合唱祭の歌を披露してくれた。
・宮前中学校のクラブ活動参加、体験授業を計画的に実施した。
・宮前中学校、久我山小学校、本校の近隣3校で、合同研究会を開催し、「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向け、意見交流をした。
・第5学年と第1学年が宮前保育園、荻窪保育園、宮前おおぞら保育園、にじいろ保育園南荻窪、アウ
ル宮前保育園の園児と遊び、給食等を通して交流を深めた。
・教育調査「小中一貫教育」の保護者の肯定率は、55.4％(前年比+8.1）と伸びたが、より積極的に異校
種連携を進めたい。

2 2.2

・荻小環境学習プログラムに基づき、日本建築学会や区環境ネットワークと連携し、各学年・専科で
環境学習を、子どもの実態に応じて工夫しながら実施する。
・環境委員会や環境ボランティアの見守りを受け、週1回ビオトープを開放し、全校の子どもたちが
自然環境に触れ、感じ、考える機会をもつ。
・区環境課と連携し、小中学校環境サミットに主体的に参加する子どもたちを育てる。
・エコシステム校舎について、保護者・地域の方々対象の「エコツアー」を実施する等、より積極的
に理解を深める機会をもち、共に考える環境教育を充実させる。

・本校の特色ある教育活動として環境教育を据え、環境学習プログラムを継続実施に取り組んだ。子供
たちの発達段階に応じて、エコシステムを活用したり、校内や地域の自然を活用したりして、課題解決を
目指す学習を行った。
・ビオトープの開放では、環境委員会を中心に、環境ボランティアの指導を受け、清掃活動や生き物が
住みやすい柵作り等に取り組んだ。
・環境委員会の子供たちが、全校の子供たち対象の「エコツアー」を企画した。低学年の子供たちに荻
小のエコシステムについて案内する交流ができた。
・震災救援所訓練の機会を活用して、地域住民対象の「エコツアー」を開催した。本校のエコシステム校
舎について、保護者以外の地域の方々にも理解を得て、地域連携を深める機会となった。
・杉並区小中学生環境サミットに参加し、本校の「エコツアー」とビオトープでの活動について発表した。
・新学習指導要領に応じた環境学習プログラムの見直しが課題である。

3 3

学
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・主体的・対話的な授業が展開できるよう、問題解決的な学習の成立を目指して「問いをもち、考
え、話し合う」授業を展開する。
・デジタル教科書、プロジェクター、電子黒板等によるICTを活用した授業を推進する。
･区の特定の課題調査分析研修を受け、授業改善推進プランを作成する。
・夏季休業中にパワーアップ教室を全学年開催する。
・家庭学習の充実を図り、子どもの学習マネージメント力を育成する。

・全教科の指導と校内研究を関連付け、「問いをもち、考え、話し合う」授業を展開し、主体的・対話的で
深い学びの成立を目指し、教材研究と指導法の工夫を進めた。
・ICTを活用した授業の公開を学期ごとに行い、効果的な活用法を保護者や地域の方に伝える機会を
もった。
・学力調査の結果はほぼ区平均、東京都や国の平均は上回っている。自尊感情も高い傾向がある。
・高学年では家庭学習について、児童に取組の計画と課題内容を立てさせて取り組ませた。
・12月実施の教育調査「ICTの活用」に関する肯定率は、保護者80.6％（前年比+3.9）、児童92.6％（前
年比-3.1）であった。

3 3.3

生

活
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導

・いじめ防止対策委員会を毎週開催し、いじめや不登校の問題に組織的な対応を検討し取り組
む。
・校章を身に付けることを励行し、愛校心と自尊感情を育む。
・基本的な生活習慣、学習習慣を確立するため「荻小スタンダード」を策定し、定期的に全校で確
認し、共通指導を徹底する。
・問題行動に対して、情報の共有を図り、全校体制で組織的な指導に取り組む。
・月１回の安全指導を、安全教育プログラムを基に、丁寧に確実に行う。
・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと連携し、不登校児童等に対応する。

・いじめのアンケートを年間3回実施し、集計表を改善することで、より課題解決のために活用しやすくで
きた。いじめ対策委員会の運営方法も効率化を進め検討できた。継続的ないじめ案件はない。
・不登校や子供の問題行動等については、担任一人が抱えることなく、校内委員会で検討し、SC、SSW
等を活用しながら、組織的に対応した。登校できるかだけでなく、学校とのつながりを絶やさない努力を
続けている。
・１２月実施の教育調査「生活指導体制」（いじめ・不登校などの対応）に関する保護者の肯定率は
58.9％（前年比+6.0）であった。

2 3

校

内

研

究

・研究主題を「社会的事象に目を向け、自分なりの疑問や考えをもち、進んで解決しようとする児童
の育成～児童自らが問いをもち、問題解決に向かう授業づくりを通して～」とし、全学年で社会科、
生活科の研究授業を行う。
・各教科において、「問いをもち、考え、話し合う」授業への質的改善を図る。
・保護者や地域に向けて、情報発信し、一緒に主体的・対話的で深い学びの大切さの理解を図
る。

・学習院大学専任講師久保田福美先生、前文科省視学官・国士舘大学教授澤井陽介先生に、「社会
科・生活科の教科理解」「研究授業」の指導を受けた。
・年間で研究計画を立案し、全校体制で研究を進め、12月6日に研究発表会を開催し、研究成果を近
隣校を中心に示すことができた。
・全学級で研究授業に取り組み、「問いをもち、考え・話し合う授業」となるよう、指導改善に取り組んだ。
子供たちが自ら話合い、学び合う姿が、日常的に見られるようになった。

3 3.3

体
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・6月に体力調査を実施し、分析を行い授業改善と日常的な指導に生かす。
・年間３回の体力づくり週間（荻小パワーアップ週間）を設定する。（長縄跳び、短縄跳び、持久走）
・栄養教諭、栄養士、家庭科専科、学級担任が連携して、効果的な食育指導を展開する。
・希望者を募って、区長縄グランプリ大会に参加する。

・体力調査の結果、引き続き、半数の項目で全国平均より低い傾向にある。「立ち幅跳び」「反復横跳
び」は、どの学年も課題である。
・２学期に「長なわ」「短なわ」、３学期に「持久走」の体つくり週間を実施した。
・年間を通して、学級の記録として「長なわ」に取り組んだ。第5学年が長縄グランプリに出場した。
・栄養教諭と栄養士が学級担任と連携し、食育授業を行い、食への意識、栄養について体感的に学
ぶ、給食にかかわる人々への感謝等多様な学習機会をもつことができた。
・１２月実施の教育調査「体育・健康教育」に関する保護者の肯定率は85.2％（前年比-1.6）であった。

3 2.8
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・全校異学年交流活動「さくら草祭り」を通して、子ども同士の交流を深め、互いに認め合い支え合
える関係づくりを進める。
・代表委員会で学校の課題を話し合い、子どもたちの自主的実践的な取組を支援する。
・縦割り班活動「なかよし班」遊びでは、第6学年がリーダーとなり、年間8回の活動を計画する。

・子供たちが主体的に、全学年で楽しめる企画を考えた「さくら草まつり」を通して、「思いやりの心」を育
てることができた。
・「友達のよいところ見つけ」に重点を置き、代表委員会でPR旗作成等、子供たちが自主的に活動した。
また、青少年赤十字活動として、学校全体で取り組んだ。
・なかよし班では遊びの計画書を作成させ、高学年がリーダーシップを発揮できるように環境を整えた。

3 3.1

・学校支援本部事務局やPTAと打ち合わせを綿密に行い、質の高い授業を実施する。
・書の学習「言葉のチカラ」において、全学年で、書道家穂苅先生から指導を受ける。
・外部講師の招聘や授業支援を積極的に学校支援本部に依頼する。
・栽培や園芸活動として、学年園活動や委員会活動等を学校支援本部と連携して計画的に行う
・学校支援本部の協力の下、校外活動や家庭科の実習が安全に実施できる体制を整える。

・学校支援本部事務局やPTAと綿密に打ち合わせを行い、本校の特色ある教育活動を展開することが
できた。
・書の学習「ことばのチカラ」として全学年で穂苅先生から指導を受けることができた。
・「地域安全マップ」（4年）では、地域や各関係機関から、たくさんの支援を受け、マップ作成とともに、
子供の「自分の身は自分で守ることが大切」という安全意識を高めることができた。
・「キャリア教育」（6年）では、地域の様々な仕事に携わる方々から話を聞き、自己決定して行くことの大
切さに気付くとともに、地域の方との繋がりを深めることができた。
・12月の教育調査「地域との協働」に関する肯定率は保護者78.2％（前年比+5.9）、児童79.2％(前年比
+16.4）であった。子供たちの地域連携意識が向上した。

3 3.4

・学校運営協議会を毎月開催する。
・本校の様々な教育活動の場を学校運営協議会委員に参観してもらい、よりよい学校運営を話し
合う。
・学校運営協議会で話し合われた内容を広報プリントで、保護者、地域に知らせる。
・学校運営協議会で学校関係者評価を各委員に依頼し、評価の指標を提示し、学校評価結果を
説明し、関係者評価を進め、学校経営の改善に生かす。

・学校運営協議会では、次年度より入る外国語教育について話題にし、校内の授業参観、担当教員と
の協議会、区教育センターの担当指導主事による研修会を開催した。これからの外国語教育への理解
を深め、育てたい児童の力について協議した。
・毎回「学校運営協議会だより」で各家庭に、協議内容を周知した。
・学校関係者評価で、評価委員を学校運営協議会委員が務め、学校評価を行った。
・１２月の教育調査「経営全般」に関する保護者の肯定率は87.1％（前年比-1.5）であった。

3 2.9

・学校司書、特別支援教室専門員、補助教員、学習支援教員、スクールカウンセラー等の教育活
動を支える職員と一層の連携を図る。

・学校司書、特別支援教室専門員、補助教員、学習支援教員、スクールカウンセラー等と連携を図り、
その専門性を生かし、重層的な指導を進めることができた。

・若手教員の研究授業を、指導教授と連携し、学期3回以上実施する。
・都中堅教諭資質向上研修と連携し、中堅教員の研究授業を実施する。
・自己申告の授業観察では、学期１回以上の授業公開を行う。
・中堅教員を中心に、自主的な指導力向上研修会を企画し、実施する。

・指導教授と連携し、若手教員の研究授業を、月１回公開することができた。
・都中堅教諭資質向上研修と連携し、中堅教員の研究授業を、学期１回公開し、学び合うことができた。
・自己申告の授業観察では、学期１回以上の授業公開を行った。
・中堅教員が主体的に、若手教員との自主研修会を企画し、校内の主幹教諭、主任教諭を講師とした研修会を
毎月、実施した。

　　　　　評　　　　価

優れている

良い

おおむね満足

要改善

・「ことばの力」の授業では穂苅先生の指導のもと、子どもたちが生き生きと取り組み、書や言葉に対する新しい発見を手助けできた。6年生のキャリア教育では8名の講師の方々に熱心に取り組んでいただき、子どもたちの質問もたくさん
引き出せた。今後、もっと多くの地域の方々に応援して頂けるよう教員とのコミュニケーションを取りながら活動を進めたい。
・穂苅先生のご指導の「ことばのチカラ」は荻窪小の特色の一つとして今後も続けて行って欲しい。デジタル機器の活用は、時代のニーズかもしれないが、アナログの良さを忘れないで欲しい。
・組織と人材に恵まれてうまく機能。
・「キャリア教育」では、身近な方々から話を聞く機会を設けているとのこと、地域に対する親近感をもたせることにもつながると思う。
・学校支援本部やＰＴＡと連携して、通常の授業や土曜授業などで、質の高い授業や安全に配慮した授業を行い、成果を上げている。
・「ことばのチカラ」（全学年）、「地域安全マップ」（４年）や「キャリア教育」（６年）など、荻窪小独自の取り組みを地域の方々や関係機関の協力、支援で実施しており、子どもたちが地域の方々とつながりを深めている意義は大きい。
・ビオトープや「ことばのチカラ」、キャリア教育等の取り組みで特色ある連携が維持されたと思う。学校運営協議会としても、この連携の一層の展開に協力していきたい。
・学校支援本部がスムーズに機能している。

・目的に向けた活発な議論がみられない。
・協議会委員は、学校の状態と当面する課題を共有し、学校運営がさらに充実、発展することを願って適切な意見を述べており、よい連携関係にある。
・学校支援本部と学校運営協議会は、学校を外部から支える重要な機能と思う。これまでよりは、一層レベルの高い支援や協議が行われるようになってきていると思うが、2つの組織の情報交換がザクっとでもあれば、もっと効果的につなげ
やすくなると思われる。
・次年度より導入される外国語教育は、今、保護者の最も関心の高い話題であり、疑問も多かったが、担当教員の話を聞き協議できたのは有意義だった。
・今年度は、これからの外国語教育を課題として、授業参観、担当教員、区指導主事による研修会を行い理解を深めた。
・年数が経つに連れて形ができ上がってきたようにも思うが、まだ手探り感があると思う。学校の情報や状況、発達障害や英語教育など、様々な知識を教えてもらったが、それを学校にフィードバックできるような連携ができたらいいと思う。
・学校の状況・問題点等についての開示・意見交換については、本年も良好だった。今年度の委員会研修として、英語教育を取り上げたが、この点でも研修内容の検討や講師の依頼等で連携は良好といえる。

・この面における学校運営の模範校の一つと考えられる。
・社会科・生活科を中心とした研究指定校の研修成果の発表会に参加したが、学校全体で、前向きに取り組んでいる様子が見られ、これまでになく、指導の組織化が上手に展開され、人材育成が行われている結果と思った。
・中堅教員と若手教員が授業構成、生徒指導、保護者との対応について、リラックスした雰囲気の中で、自由に話し合える場が設けられると良いと思う。
・本校の教育には、大勢の人々が関わっている。機会を捉えて保護者や地域の方々に紹介し、学校に関わる人材の専門性と役割を一層生かすようにしたい。
・本校の教員は若手が多いが、子どもたちの教育に労を惜しまず取り組んでいる。日常的な研修の機会を充実するとともに、一層の働き方改革を進めるよう望む。
・主任教諭も増え、今期の「問いをもち、考え、話し合う」授業の全教科的展開への注力が、指導の組織化・人材育成の面でも、非常に良い効果があったであろうことが見て取れる。
・教員との打ち合わせの際の雰囲気などから、教員同士のコミュニケーション、風通しのよさを感じる。

評価委
員会
評価

学校関係者評価委員評価　　　（各委員の意見を、文意を変えず、そのまま掲載しています。）

・小中合同研では、主体的・対話的で深い学びを目指した授業づくりをテーマに研究を行い、授業力の向上につながったと感じた。
・小学校の学力はこれで十分と思われる。
・杉並区教育委員会教育課題研究指定校となり、【研究課題】社会的事象に目を向け、自分なりの疑問や考えをもち、進んで解決しようとする児童の育成を設定し、全ての学年クラスがこれに取り組み、それぞれが成果をあげたことは、教
員が互いに話し合い、議論し、よい指導を受けた結果であることがうかがわれ、授業力の著しい向上となったことについて、深く敬意を表したい。
・子どもたちに主体的に考えさせる問題解決型の授業を更に取り入れてほしいと思う。教科によっては取り入れにくい場合もあるとは思う。
・学習指導でのＩＣＴの活用が進み、教員も関係機器の使用に習熟し、指導方法を工夫して授業力を向上させており、保護者も子どもたちも学習指導に関する肯定率が高い。
・個に応じた指導について、子どもたちの肯定率が引き続き他の観点に比べて低いが、学習指導で個別の関わりを求めているということであり、教員はそれに応える工夫をする必要があると思う。
・道徳の授業や社会科・生活科を中心として進められた「問いをもち、考え、話し合う」ことを目指す授業が全教科に展開されていったことは、折々の授業参観の中でも、かなり印象的に見てとることができた。知識を与えるだけの授業では
なく、自分で問いをもち、考え、話し合うというプロセスの訓練を小学生の時にしておくのは子どもたちの将来に良い影響を与えるものであることは間違いがない。他者と話し合うことの中で、他者への理解・思いやりの心も育まれる。また、話
し合いの時間の確保する上で、説明時間をセーブする効果があるICT活用の意義は大きいと思われる。評価はまだ中途ということで３とするが、４に近い３といえると思う。
・授業参観の折、各クラスでICTに対して積極的に取り組んでいると感じる。

・オンラインゲームなどスマホの利用時間の制限を設ける自治体も出てきているようだが、ゲーム依存症などの健康被害の芽を摘むためには、家庭だけでなく学校でも子ども自身に自制の方法を考えさせるような取り組みが必要だと思う。
・上記①との関係で表面化ゼロは可だが、不安軽減化の取組みが必要。
・いじめ、不登校については、そのクラス・学年だけではなく、全教員で情報を共有して組織的に対応する必要がある。教員の年齢、経験も多様なので、補い合って対応してほしいと思う。
・いじめ、不登校、問題行動等に対して、全校体制で組織的に取り組んでいる。子どもたちの生活や学習の様子を見ても大きな課題は見られず、指導の成果があがっていると思われる。
・保護者が心配していること、課題としていること等の把握に努め、それに対応した指導をしていくことも必要ではないか。
・いじめ、不登校に関しては、答えは出ないと思う。常に問題意識をもつという点で評価２は妥当であると思う。
・いじめアンケートやいじめ防止対策委員会等の取り組みも定着し、今年も校内は落ち着いている。数名の不登校児童はいるものの、不登校の解消は学校サイドだけでは難しい面がある。教員の努力と、保護者の肯定率がアップしたこと
を踏まえ、評価は３としたい。
・いじめや不登校は、当事者と学校の閉ざされた世界になりがちではあるが、地域の大人たちも知恵を出し合い、子どもたちにとって良い環境、受け入れていく態勢を作っていくことも大切と思う。

・小中合同研では、主体的・対話的で深い学びを目指した授業づくりをテーマに研究を行い、日々研鑽していると感じた。
・校内研究の生活科・社会科で身の回りのことや、社会で起きていることに疑問をもち、それについて話し合い解決策を探すという授業は、困難に向き合うとき、どう解決するかのヒントとなり、家庭や学校以外の世界に目を向けるきっかけ
にもなる。
・「深い学び」と言いながら形骸化の恐れがないかの常時チェックが必要。
・椅子に座ってただ受動的に授業を聞くのではなく、積極的に考え意見交換ができるよう、ホワイトボード等道具を利用した授業展開に工夫が見られる。
・「問いをもち、考え、話し合う」授業の展開を目指して校内研究を進めたことにより、教員は新教育課程に対応した授業改善に取り組み、子どもたちも目指す学習の在り方を具体化して大きな成果をあげた。
・研究した社会科・生活科に限らず、各教科の授業でも日常的に子どもたちが「問いをもち、考え、話し合う」ようになるよう指導の改善を進めるよう期待する。
・⑤項で述べたことと重なるので省略するが、１２／６の教育課題研究指定校発表会の評価と、それに先立つ全クラスでの研究授業とから、「問いをもち、考え、話し合う」授業への指導改善が顕著であることが認められた。今後もこの教育
スタイルを堅持していけば、環境教育・食育教育に並ぶ荻小の特色ある教育のひとつとなるのではないか。

・これはゆゆしき問題で、早急に対策を立てる必要がある。
・スポーツ重視の体力づくりの傾向が強いが、遊びを通した体力づくりの工夫を取り入れることを考えてもよいと思われる。縄跳びはそのよい事例であるが、例えば、メンコやベーゴマのような遊びを今風に変えることができれば、狭い場所
で、投げ方の工夫や肩の力をつけるなどの体力づくりができると思う。
・体力作りは、家庭の協力も必要だと思う。塾に通ったり、家の中でコンピュータで遊んだりすることが多くなっているようである。外で友人たちと走り回って遊ぶ機会が少なくなっている現在の状況では仕方がない面もあるように感じる。
・積極的に食育授業を行い、子どもたちの食への意識改革を図っていることは非常に重要。食べ物が身体のみならず心もつくっていることを理解し、給食に関わる人々への感謝の気持ちをもつことが、残菜率の低下につながる。
・体力を運動だけでなく、食育や生活習慣を含めて総合的に捉え、担任、養護教諭、栄養教諭、栄養士などが連携して取り組んでいることが子どもたちや保護者に伝わっている。
・体力づくり週間を設定し、取り組む種目を「長縄跳び」「短縄跳び」「持久走」と決めて、子どもたちに努力目標を示していてよいと思う。
・子どもたちの体力がもう少し向上するような取り組みを引き続きして欲しい。
・体力調査の結果から、当面は全国平均を下回った４種目の改善を目指し、体育やその他のイベントで俊敏性、瞬発力、投球力を重点的に鍛えることが望まれる。荻小の食育については、従来から栄養士の頑張りがあって高いレベルを
維持してきたと思うが、本年度は栄養専門の栄養教諭が赴任したことで、一層の高みに到達した。単なる給食に留まらず、子どもたちに食本来の大切さ・考え方を体得してもらうことになると思う。
・体力づくりの日常的な取り組みとして、日常の姿勢も意識していくこともよいと思う。

・運動会等子どもが自主的に楽しそうに取り組んでいる姿が印象的だった。
・イベントの企画・立案・実行面は見事。
・相手の良いところを見つけるように促すことは、非常に大切だと思う。
・子どもたちを主体にして計画、実施する「さくら草まつり」「よいところ見つけ」「なかよし班遊び」など荻窪小の伝統的な行事となり、学年をこえて子どもたちの自主的、実践的な態度を育てている。
・今年度も「さくら草まつり」や「友達のよいところみつけ隊」、「なかよし班」などの仕組みを通じ、子どもたちの姿勢に好ましいものを多く感じることができた。来年度以降も、これらの仕組みを絶やすことなく続けていって
欲しい。児童会活動についてはこれまで殆ど話題になったことがなかったので、来年度は児童会活動についても、ウオッチしてみたい。
・異なる学年間の交流が盛んに行えている点は評価できる。

・保護者と共に学ぶ道徳教育を充実させてもらいたい。親子で同じテーマで話し合うことは子どもの「心を育てる」うえでも、保護者自身の言動を再認識するうえでも役立つと思う。
・表面化していないが、保護者も不安視。一層の予防体制の拡充が必要。
・書の学習を全学年で行っているのは、心の落ち着きを得るためにも大変良い実践だと思う。低学年の子どもたちの指導には苦労が多いことと思う。
・どの学年も落ち着いて学校生活を送っており、思いやりをもってお互いを理解しかかわり合う心が育っている。道徳の授業をはじめ、学習や行事、人権メッセージなどを通して、他者理解を深める活動の成果が表れ
ている。
・いじめの防止に対して校内委員会を中心に取り組んでおり、子どもたちには概ね理解されているが、保護者の肯定率はやや低く、具体的な対策の一層の周知が必要であると思われる。
・本年度はオリンピックパラリンピックへ向けて国際理解障碍者理解の教育が行われた。オリンピックパラリンピック終了後もその取り組みを継続して行って欲しい。
・ここ数年、各学年とも落ち着いた状態が維持できている。これは長年のいじめ防止の取り組みや「ことばのチカラ」授業などで自分を見つめ直すこと、「話し合い、考える」授業の広がり等による他者理解・思いやりの心
が以前にも増して育ってきたこと等によるものであることは確実で、評価４を付けて良いと思う。今後もこのレベルを維持すべく総合的な取り組みを期待したい。
・校内の掲示物などからも、この項目に関し、多様にかつ積極的に取り組んでいると感じる。
・書道など伝統文化を学ぶことで、自己のアイデンティティーを形成していくことは、世界という舞台で活躍していく子どもたちにとって必要不可欠なことと思う。

・情報過多の中にあって、自分の子どもの発達に不安を覚える保護者は増えているように思う。その中で特別支援教室の存在はますます大きくなってきている。特別支援教室「すまいる」で指導を受ける子どもと在籍する学級の担任や子どもとの関係がスムーズ
にいっていることはとても良いことだと思う。
・努力の跡が認められる。
・特別支援教育は保護者の理解を求めることが重要だと思う。保護者の肯定率が前年より9.1％上昇していることは、指導体制が充実しているからだと思う。
・個を大切にするという特別支援教育の本来の目的を保護者に周知する努力が、入室希望者増や保護者肯定率上昇に繋がっていると思う。
・特別支援教室「すまいる」が開設されて入室希望者が増え、特別支援教育に関する教師や保護者の理解は進んでいると思われる。
・多くの保護者や子どもたちに理解されるためには、通常の教室でも一人一人の子どものニーズに応じた指導、支援を工夫していることを知らせていく必要がある。
・特別支援教室へ入室希望者が増えているということは、特別援教育への理解が深まったと同時に我が子に対する不安も増えているということか？きめ細かな指導、保護者への理解を進めることの対応などの学校の取り組みは評価したい。今後も学校と保護者
が同じ理解のもと一人一人のニーズに合った取り組みができることを期待したい。
・授業参観日に合わせた特別支援教室「すまいる」の説明会や教員間での校内参観は良い取り組みだったと思う。今後も年に１，２回実施すると良いのでは。保護者の肯定率も上がってきた。次は在籍学級における特別支援教室「すまいる」参加の効果につい
ての事例報告（既にあるのかも知れないが）を期待したい。個に応じた指導に対する子どもたちの肯定率が低いが、これは「個に応じた指導」という言葉から全てに１対１の指導を期待してしまうためではないかと思われ、来年度の調査ではその辺を注意しておく
必要があると思う。
・情報開示に対し、積極的に取り組んでいることで、理解が深まっている。
・特別支援教室「すまいる」の取り組みも、よい形となっていることは大きな成果と思える。

・宮前中学校校区の小学校として年間を通じて連携を行っている。(小中合同研・行事等）
・内容の充実と広報に注力する必要がある。
・保護者の肯定率が55.4％とあまり高くないのは、どうしてなのだろうか。中学側から見た場合には、小学校との交流はあまりメリットがないと考えられるかもしれない。
・小中一貫教育について、その意義や成果が子どもたちや保護者に伝わっていないのではないかと思われる。
・学校生活の接続にとどまらず、国語の古典や英語をはじめ、教科等での指導内容の系統性や連続性を明らかにして効果的な指導を工夫することが重要な視点であると考えられる。
・宮前中学校、地域の保育園との連携の取り組みは、できる範囲で十分行われている様に思う。進学先は、それぞれ違ってしまうので、必ずしも当該学校になるとは限らないが、交流することによって、子どもたちは少し先の生活をイメージ
できるメリットと、教員にとっては受け入れる子どもたちの理解につながると思う。保護者が情報を少ないと感じていることへの対処は必要かもしれない。
・小中一貫教育の意味するものが、今ひとつ不明に思われる。クラブ活動参加や体験授業等は上の学校のイメージをつかむ上では意味があると思うが、学力の連続性という面で現状に問題がないのかどうか、気になるところではある。
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、というのはわからないではないが、その結果どうなったのかが見えない。
・世代を超えて交流することは、社会生活において最も実践的なことと考える。更なる取り組みの可能性が広がる分野と期待される。

・杉並区教育課題研究指定校として、社会科・生活科の研究発表に取り組んだことは、実りの多い研究だと感じた。
・地球環境の危機が叫ばれる中、環境教育は荻小にとどまらず重要な課題であると思う。学習に協力してくださる大学の先生や学生の方々の熱意を授業にどう生かしていくか、支援本部や各学年の先生方との連携をより深めていく必要
があると思う。
・環境に偏向し、本来やるべきこととの乖離があるように思われる。
・教員の異動が多いことも環境教育の授業内容の継続が困難な要因であるが、英語の導入、教育課題研究指定校となり、発表会の開催などに加え、学習指導要領の変更など教員への負担が大きく、残念ながら、事前に学習内容の変
更や教科書の内容変更に対応した環境学習の在り方の話し合いをもつことができなかった。来年度は、スタート時点から効率的に検討を行いたい。
・環境教育に力をいれているとのこと、地域の人々にも積極的に紹介できるとよいと思う。
・エコツアーを通して地域住民にエコスクールの象徴としての荻小の存在意義をアピールすることで、地域の人々の意識改革に繋がればよいと思う。
・環境教育については、日本建築学会、学校支援本部、環境ボランティア等の支援や協力を得て継続的に行われて定着し、子どもたちの知識や関心を高めていると思われる。
・本校のエコスクールが「当たり前」になっているとしたら、現在の子どもたちの視点で改めて環境問題について考え、課題を捉えて探究するような学習を工夫する必要があるのではないかと思う。
・環境教育は本校の大きな特色であり、環境問題については身近なところでも地球環境規模でも、「話し合い、考える」テーマとしても適していると思われるので、今後も続けていくべきと思う。エコツアーの参加対象を拡大したのは今年度
の一つの成果といえる。学校運営協議会としてもできるだけの協力をしたい。来期は新学習指導要領に対応した環境学習プログラムの見直しに期待したい。
・学校の特色を生かし、子どもたちが自発的に取り組んでいる姿勢が感じられる。

3.2

重点目標又は経営目標

令和元年度　杉並区立荻窪小学校 経営・評価計画　「自己評価報告書」・「学校関係者評価報告書」　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　　西脇　裕高

杉並区の教育ビジョン・ミッション

学校の教育目標

学校関係者評価委員会委員長　　　　　早川　敏清

共に学び共に支え共に創る杉並の教育　　夢に向かい、志をもって、自ら道を拓く人　「かかわり」を大切にし、地域・社会・自然と共に生きる人　を育てる

◎美しい心の子ども　　　○深く考える子ども　　　○たくましく生きる子ども

○「心を育てる」人間の尊厳教育（ヒューマンディグニティ教育）の推進　　○「一人一人を大切に」特別支援教育の理解と充実
○「つながりを活かす」小中一貫教育・幼保小連携教育の推進　　○「広い目を育てる」環境教育の継続・発展

目指す学校像

目指す子ども像

目指す教師像

○　たくましく生きる子ども・・・生涯にわたって、たくましく生きるために健康を保持・増進する姿勢・態度と体力を身に付け、望ましい勤労観・職業観のもとに自己実現を目指す子どもを育成する。

〇 個々の子どもの習熟の状況や傾向から、発達課題に応じた様々な手立てを講じた授業を展開し、わかる喜び、できる喜び、問題解決する喜びから自信がもてる学びが成立するよう、授業の質の向上に努める。

〇 子どもが自ら、様々な課題を考え解決していく「問いをもち、考え、話し合う」学習過程を大切に支援・指導することができる。

〇 保護者、地域の願いを共感的に聞き取るとともに、積極的な情報発信を行い、学校への理解・啓発を図り、家庭との密なる連携のもとで、子どもを育成していく姿勢をもつ。

○保護者は、子どもを健やかに育て、学校と連携・協力して家庭教育を進める。　　　○地域住民は、学校や家庭と連携して、子どもたちを地域の一員として育てる。

○　美しい心の子ども・・・物事の善悪を見極め、自他の違いを受けとめ、適切な人間関係を構築し、人を思いやり、豊かな感性を磨く教育を推進する。また、気持ちのよい挨拶や言葉使いのできる子ども育成する。

○　深く考える子ども・・・基礎的･基本的な学習内容の確実な習得を基盤に、それを活用・探究し、自ら問題解決を図っていく力をもった自尊感情の高い子どもを育成する。

○子どもたちは、主体的に学び、話し合うことで、高め合って、学力・体力を向上させ、豊かな人間性を培う。　○教職員は、教育の質の一層の向上をめざして教育実践を創意・工夫し、研究・研修に励む。

令和元年度　経営計画・評価計画
次年度の取組・改善課題などのコメント

区分 評価
重点目標 目標実現のための方策

評価指標　・　評価基準
結果と成果

特

色

あ

る

教

育

活

動

「心を育てる」
人間の尊厳教育（ヒュー
マンディグニティ教育）の
推進

・いじめや不登校が起こりにくい学
校、また早期発見、早期解決ができ
る学校を目指して、思いやりや美し
い心をもった子どもを育てる。自分と
他者との違いを認め、どの子も大切
な存在として関わり合い、人権感覚
等を磨いていく。また、オリンピック・
パラリンピック教育を推進し、障がい
のある人への理解を深め、共生社会
の実現や国際社会の平和や発展、
貢献について考える。

・さらに「心を育てる教育」の推進に取り組む。全校でをエコス
クールの利点を活かし、環境教育を「持続可能な生き方教
育」として捉え、「心を育てる教育」を、さらに推進する。ESD
（持続可能な社会づくりの担い手を育む教育）の視点をもっ
て、人にも環境にも優しい子供たちの育成に取り組んで行
く。
・書の学習「ことばのチカラ」は心を育てる大切な機会と考え、
継続して充実を図って行く。
・オリンピック・パラリンピック教育を発展させ、学校2020レガ
シーとして日本の伝統文化や障碍者理解を深めていく。

「一人一人を大切に」
特別支援教育の理解と
推進

・一人一人を大切にするという視点
で、保護者に全校で進める特別支援
教育について理解を得、安心できる
学級・学校となるように体制を整え、
必要に応じた相談・指導を行う。特別
支援教室「すまいる」での指導の充
実と通常の学級との連携に努め、子
どものニーズに応じたきめ細やかな
指導を工夫していく。

・全学級において一人一人の子供のニーズに応じた指導を
展開することを「特別支援教育」ととらえ、特別支援教室「すま
いる」と通常の学級の連携をさらに深め指導を工夫する。
・本校の考える特別支援教育についての情報を、より具体的
に、保護者・地域に周知できるよう、保護者会の機会や学校
だより、HP等発信方法を工夫していく。

「つながりを活かす」
小中一貫教育・幼保小連
携教育の推進

・小中一貫教育のグループである宮
前中学校、久我山小学校、本校の３
校で、「かかわり、つながり」を重視
し、小中一貫教育を一層推進する。
また、幼保小連携では、近隣保育園
と交流し、新1年生のスタートカリキュ
ラムについての検証を行う。

・幼保小中と連携をさらに進め、子どもたちの発達段階を十
分にとらえ、効果的な指導を展開する。
・中学校との体験授業等を継続し、中1ギャップ等の心配のな
い、円滑な進学体制を構築する。
・幼保小中の連携の活動の様子と共に、その意義をわかりや
すく、工夫して保護者、地域に伝える。

「広い目を育てる」
環境教育の継続・充実

・エコスクールとして、本校の特色で
ある環境教育を継続、発展させ、日
本建築学会や学校支援本部と連携
しながら、「自分さえよければ、今さえ
よければ」という考えではなく、地球
環境を守り、持続可能な社会を意識
して、自ら考え行動できる子どもを育
てる。環境活動に積極的に取り組
み、小中学生環境サミットに参加す
る。

・エコスクールとして10年となるので、その特長を、子供たち
が分かりやすく学べるよう、外部の協力者とチームを組み、環
境学習プログラムの見直しを図る。
・地域対象のエコツアー等を企画し、地域の学校理解を深め
る機会にする。
・次年度も「杉並区小中学生環境サミット」に参加し、区内の
他校と交流を図りながら充実した活動にしていく。

学

校

運

営

学校支援本部との連携

・学校支援本部と連携し、日常の授
業や土曜授業（月１回程度）におい
て、質の高い授業や安全に配慮した
授業を提供する。

・学校支援本部と連携するとともに、家庭に働きかけ、子ども
たちの安全・安心が確保された質の高い教育を引き続き展
開していく。
・地域と連携した学習や活動を、全学年で展開し、子どもた
ち「地域を見る目」が育つように、計画の改善を図る。

学校運営協議会との連
携

・保護者や地域と共に創るコミュニ
ティスクールとしての学校づくりを行
う。
・「学校運営協議会委員」による学校
関係者評価を実施する。

・コミュニティ・スクールの良さを生かし、学校運営協議会委
員の多角的な視点と意見を活かして、「地域の学校」として、
子ども、保護者、地域の願いや要望を把握し、引き続き教育
活動に反映していく。

そ

の

他

指導の組織化
・関係職員の専門性を生かし組織的
な指導を図る。

3

・荻窪小の子どもたちに関わる全ての人たちが「オール荻
窪」の一員であるという意識をもち、横のつながりを大切にし
ながら、教育活動を展開する。
・教員間で互いに切磋琢磨し、荻窪小学校に関わる多様な
人材を活かして、これからの教育を切り拓く人材を育成して
いく。人材育成

・OJTおよびOff‐JTによる人材育成
を、組織的・計画的また主体的に行
う。

授業力の向上

・主体的・対話的で深い学びが成立
するよう、「問いをもち、考え、話し合
う」授業を展開し、指導改善を図る。
同時に、ICTを積極的に活用し、どの
子にもわかりやすい学習展開を工夫
する。

・新学習指導要領の本格実施にあたり、「主体的・対話的で
深い学び」の実現を目指し、全教科・領域で、授業の工夫を
推進する。合わせて、ICTの効果的な活用を実施する。
・学力調査を分析し、基礎的・基本的な学習内容の定着と思
考力・表現力の向上を図る。

・子どもたちの主体的な活動として、特別活動を展開し、高学
年に対する「憧れ」低学年に対する「優しさ」が表れる異学年
交流を、積極的に実践していく。

全校による生活指導体制
の確立

年間通して全校で取り組
む体力づくり

・体力調査を基に、日常の遊びや体
育の授業、体力づくり週間の実施
で、体力づくりに取り組む。

・体力を運動、食育、生活習慣を含めた総合的な力と捉え
て、給食指導や保健指導について、さらに充実させていく。
・年3回の体力づくり週間(荻小パワーウィーク）を設定し、体
力向上の意欲づけを進める。
・全校で取り組む長縄による体力向上を充実させ、「長縄グラ
ンプリ」に積極的に参加する。

子どもが中心となった特
別活動、学校行事

・高学年への「あこがれ」低学年への
「やさしさ」をテーマに、子どもの自主
的、実践的な態度を育て、自分のよ
さを生かす学級活動、児童会活動、
クラブ活動、学校行事を実施する。

・いじめ、不登校、問題行動に対し
て、学校組織で対応すると共に、危
険を予測し回避する能力や他者や
社会の安全に貢献できる資質や能
力を育てる取組を行う。

・学校いじめ対策基本方針に基づく、いじめ対策委員会を定
期的に開催し、十分に機能させ、いじめ問題に対して、組織
的に対応していく。
・いじめの認知が多いのは、よく目が行き届いているという意
識の下、担任一人で抱えることなく、学校全体で対応し、解
決を図る姿勢を徹底する。

主体的・対話的で深い学
びの成立を目指す

・杉並区教育課題研究指定校とし
て、社会科、生活科を中心に、「問い
をもち、考え、話し合う」授業改善に
取り組む。研究発表会を開催し、区
内に成果を広める。

・「問いをもち、考え、話し合う授業」として問題解決的な学習
を、全教科・領域において展開し、主体的・対話的で深い学
びを実現する。
・区教育課題研究指定校として取り組んだ研究の成果を活
かして、「学びの構造転換」を意識した授業の工夫を続ける。
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